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に、日本分子生物学会における NBRP シンポジウムで、NBRP ニホンザルの活動の説明や主な成果を発表して、
事業の意義を広く伝えた、９）基盤技術整備プログラムを推進し、ニホンザル由来の B ウイルスゲノムの一部
















ニホンザル Bウイルス DNA 測定系の開発 
東濃篤徳・畑中伸彦（生理学研究所）・野口京子（生理学研究所）・宮本陽子・明里宏文・南部篤（生理学研究
所）・中村克樹 
ニホンザル B ウイルスの生活環や危険性を評価し事業参画者の安全性を向上するため、また、コロニーの B ウ
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第４２回日本分子生物学会特別企画 実物つきパネル展示「バイオリソース勢ぞろい」：ナショナルバイオリソ




委員：西条 寿夫、明里 宏文、伊佐 正、稲瀬 正彦、坂上 雅道、田中 真樹、竹村 文、竹ノ下 祐
二、山田 一憲、和田 圭司、南部 篤、磯田 昌岐、中村 克樹 
提供検討委員会：５回開催（うち メール会議４回） 
 委員：竹村 文、西村 幸男、宇賀 貴紀、足立 雄哉、猿渡 正則、中村 晋也、山田 洋 
疾病検討委員会：１回開催（メール会議１回） 








文名称 Great Ape Information Network，略称 GAIN，事業代表者：松沢哲郎）は，文部科学省の主導による







令和 2 年 3月 31 日現在で，チンパンジー304 個体（48施設），ボノボ 6 個体（1施設），ゴリラ 20 個体（6
施設），オランウータン 46 個体（19施設），テナガザル類 170 個体（43施設）が国内で飼育されている。
個体ごとの生年月日や家系情報に加えて，DNA 情報・行動情報についても整備をすすめた。すでに死亡
した個体も含め，チンパンジー1,068 個体，ボノボ 9 個体，ゴリラ 122 個体，オランウータン 256 個体，
テナガザル 604 個体分，総計 2,059 個体（うち現存個体 546 個体）分の情報データベースとなった（令和
2 年 3月 31 日時点，前年度末比＋11 個体）。本年，過去約 100 年間に国内で飼育されたチンパンジーのう
ち 821 個体分の情報に基づき飼育下チンパンジーの寿命を算出した研究成果(Havercamp et al., 2019)が発表
された。一国内での飼育下チンパンジー全個体のデータに基づいた研究は世界初である。また，死亡個体
由来の試料について，霊長類研究所の共同利用・共同研究拠点制度にのっとった配布を進めた。今年度死
亡した類人猿 16 個体中，9 個体分の遺体由来試料について GAIN を通じ霊長類研究所・資料委員会で譲
受した。さらに，英語版Webサイトをリアルタイムで更新し，世界に向けて日本の大型類人猿の情報を発
信した。国際血統登録番号との照合や英語表記の統一化を進めた。2019 年 6月に第 14 回国際エンリッチ
メント会議(International Conference of Environmental Enrichment 14th)に参加し，海外での飼育状況や福祉向
上の取り組み等について情報収集をおこなった。 
（田和優子） 
  
